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遊泳プールでの事故事例
遊泳プールにおいて毎年多くの事故が発生します。平成１８年７月に埼玉県の流れるプールで発生した、女児が吸水口に吸い込まれた死亡事故は記憶に残っていると思います。そこで、平成１２年以降、授業中の飛び込み事故以外の目についた事例についてお知らせします。
平成１２年７月　福島県福島市の小学校　授業中

遊離残留塩素濃度が低かったため、教師が塩素注入器に薬剤（塩素化イソシアヌール酸）を補充しようとした。しかし、誤って同じ場所にあった「次塩素酸カルシウム」を入れたために塩素ガスが発生した。教師が驚いてフタを閉めようとしたところ、プラスチックの保護カバーが破裂し、カバーの破片で右手甲や左足に怪我をした。プールサイドにいた児童１５名がのどや目などに異常を訴えた。
平成１４年６月　大阪府豊中市の小学校　授業中
　排水溝の鉄製のフタ（縦90cm横30cm厚さ0.5cm）を固定していたがねじの一部が外れたため、フタが外れ、児童７名が足の甲やひざを切った。
平成１４年９月　横浜市都筑区の横浜国際プール
　業者が地下器具庫のタンクに、プールの 消毒に使う薬剤を追加しようとしたところ、注入口を間違え凝集剤タンクに消毒剤を入れたため、化学反応を起こし塩素系ガスが発生した。従業員と付近の住民ら９名が目やのどの痛みを訴えて病院に運ばれた。一般開放中で、利用客や従業員ら約200名が避難した。
平成１６年6月　神奈川県相模原市の小学校
　教師が浄化用の凝集剤タンクに間違って消毒用薬剤を入れたために、塩素ガスが発生した。児童800名が一時避難した。
平成１６年７月　新潟県中蒲原郡の町民プール
　排水口のフタの固定が十分でなかったために、フタが外れ、小学６年の男児が排水口に足を吸い込まれて死亡した。

平成１６年８月　三重県一志郡の小学校

　夏休みの開放中、教師や保護者らが監視にあたっていたが、小学３年の女児が底上げする水深板付近の深みにはまり溺れ、脳に重い障害が残った。

平成１６年９月　群馬県前橋市の中学校
２年の男子生徒が部活動中に25ｍプール のスタート台から飛び込み、頭を底面に強打した。頸椎骨折などで下半身がまひした。 
平成１８年７月　山形県酒田市の市営プール
　プール監視員が、水の浄化用の凝集剤を補充した際、凝集剤「ポリ塩化アルミニウム」のタンクに、既に消毒剤「次亜塩素酸ナトリウム」が入っていたため塩素ガスが発生した。

平成１９年８月　福島県相馬市の小学校

　夏休みの開放中、女性ら数人で監視にあたっていたが、適切な監視を怠り、溺れる小学１年の男児に気付くのが遅れ、死亡した。
平成１９年８月　千葉県柏市のスイミングスクール

　８月１１日から、二酸化塩素使用の消毒方法を試験的に行ったところ、１４日に小中学生の男女１３名が、のどの痛みやせきなどの呼吸器障害を訴え、うち３名が入院した。塩素を含むガスが水面の一部に溜まり、吸い込んだのが原因と見られた。プール水の塩素濃度に異常はなかった。
平成２０年６月　福島県大沼郡の高校

　レスリング部の１年男子が課外活動中に25ｍプールに飛び込み台から飛び込み、底に頭をぶつけて死亡した。水深は1.2ｍ～1.3ｍ、台の高さは水面から60cm、生徒の身長は1m80cmだった。

平成２０年６月　大分県日田市の中学校
３年男子が放課後、水泳部顧問の教師の指導で練習中、飛び込んだ際、プールの底に頭頂部を打ち、首を骨折した。
＊管理者等への注意喚起には、事故事例を掲げての説明が有効です。　　　　2009. 7.16　Ｋ.Oikawa









